
▲ 検査薬を使って水質
を調査

▲ 石の裏にどんな生き
物がいるか観察

▲  講師は元理科の先生
などが務めた

調査した川はどれも
「快適な水環境」

でした！

令和７年度水生生物調査結果報告

　人吉市環境基本計画に基づく環境教育の一環として、市内小　人吉市環境基本計画に基づく環境教育の一環として、市内小
学校の５年生が市内を流れる川の水生生物を調査しました。身学校の５年生が市内を流れる川の水生生物を調査しました。身
近な川の水環境を学び、自然を大切にする心を育むことが目的。近な川の水環境を学び、自然を大切にする心を育むことが目的。
調査した５つの川は、それぞれ少しの差はありましたが、どれ調査した５つの川は、それぞれ少しの差はありましたが、どれ
も「快適な水環境」ということが分かりました。市民の皆さんも「快適な水環境」ということが分かりました。市民の皆さん
も身近な河川に関心を持ち、みんなできれいな自然環境を維持も身近な河川に関心を持ち、みんなできれいな自然環境を維持
しましょう。しましょう。

小学校 調査した川 調査日
東間小 胸川 ５月２日
東小 胸川 ５月 13日
西瀬小 永野川 ５月 16日
中原小 万江川 ５月 20日
西小 山田川 ７月３日
大畑小 こさで川 ７月４日

市長の講話を生徒たちが真剣に受け止めた

　

市
内
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」の
一
環
と
し
て
７
月
２
日
、

第
三
中
で
松
岡
市
長
の
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
本
市
の
現
状
や
取
り
組

み
、
水
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
な
ど

を
説
明
。「
山
や
川
し
か
な
い
で
は

な
い
。
自
然
が
最
先
端
の
技
術
と
つ

な
が
る
こ
と
で
本
市
の
自
然
が
価
値

に
な
る
」
と
未
来
に
つ
な
が
る
魅
力

も
伝
え
ま
し
た
。
生
徒
を
代
表
し
同

校
３
年
の
森
雪ゆ

づ
き月
さ
ん
は
「
命
と
時

間
を
大
切
に
し
、
市
の
発
展
に
つ
な

が
る
よ
う
勉
強
も
頑
張
り
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

人吉の未来を考える特別授業
「総合的な学習の時間」における市長講話

同協会が自治体と協定を結ぶのは神奈川県鎌倉市に続いて２例目

　

市
と
一
般
社
団
法
人
日
本
最
適
化

栄
養
食
協
会
（
東
京
都
）
は
、
災
害

時
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た
食
料

を
速
や
か
に
被
災
者
に
届
け
る
た
め

の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
協
会

は
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た
食（
最

適
化
栄
養
食
）
を
認
証
す
る
機
関
。

　

６
月
29
日
に
締
結
式
が
行
わ
れ
、

松
岡
市
長
は
「
非
常
時
に
、
通
常
時

と
近
い
栄
養
を
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
重
要
。
住
民
の
食
と
健
康
を
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
決
意
。
協
定
締
結

に
合
わ
せ
て
、
同
協
会
か
ら
認
定
し

た
製
品「
完
全
メ
シ
カ
レ
ー
メ
シ（
日

清
食
品
）」
な
ど
約
２
千
食
の
寄
付

も
あ
り
ま
し
た
。

災害時の栄養の偏り解消へ
食料の調達支援協力に関する協定締結

市子ども読書推進委員による絵本の読み聞かせも実施

　

市
で
は
、
七
夕
に
合
わ
せ
て
本
に

慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
７
月

６
日
に
市
図
書
館
で
「
七
夕
お
楽
し

み
会
」
を
開
催
し
、
約
40
人
の
親
子

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
多
読
者
表
彰
で
は
、

多
く
の
本
を
借
り
た
上
位
10
人
に
賞

状
と
記
念
品
を
贈
呈
。
１
位
に
輝
い

た
の
は
、
阿あ

が
わ川
唯ゆ

い
り莉
ち
ゃ
ん
（
球
磨

郡
相
良
村
）。「
本
を
読
む
の
が
好
き

で
１
日
に
10
冊
は
読
む
。
最
近
面
白

か
っ
た
の
は
、ユ
ニ
コ
ー
ン
の
絵
本
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
七
夕
飾
り
も

設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
思
い

の
願
い
事
を
短
冊
に
書
い
て
、
竹
の

枝
に
飾
り
付
け
て
い
ま
し
た
。

本に親しむ七夕に
七夕お楽しみ会

かやぶき屋根の伝統に触れて
かやぶき体験in国宝青井阿蘇神社

　

か
や
ぶ
き
屋
根
の
文
化
を
子
ど
も

た
ち
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、
一
般
社
団
法
人
杜も

り

の
声
は
か
や

ぶ
き
屋
根
づ
く
り
体
験
を
７
月
13
日

に
、
国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
境
内
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

約
百
人
の
親
子
が
参
加
し
、
竹
と

縄
で
組
み
上
げ
ら
れ
た
高
さ
３
㍍
ほ

ど
の
屋
根
の
表
面
に
、
か
や
を
並
べ

る
「
軒の

き
つ
け付
」
を
体
験
。
か
や
ぶ
き
職

人
の
中
村
燈と

う
じ治
さ
ん
ら
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
か
や
を
屋
根

に
積
み
上
げ
ま
し
た
。
参
加
し
た
人

吉
西
小
３
年
の
平
野
礼あ

き
ら

君
は
「
初

め
て
の
体
験
で
難
し
か
っ
た
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「がんぎ」や「針」など特殊な道具を使って屋根をつくり上げた
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